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　この度，宮城県保健環境センターの平成１４年度における業績をとりまとめ，年報として発刊す

る運びとなりましたので，ご高覧の上，ご意見を賜れば幸いと存じます。

　さて，近年，地球環境をとりまく重大な課題は，地球温暖化，酸性雨，環境ホルモン・ダイオ

キシンなどの化学物質汚染等々山積しており，また，新興・再興感染症への対応が社会的に重要

な問題となっており，そんな中で，平成１４年末から平成１５年始めにかけ重症急性呼吸器症候群

（SARS）が中国，東南アジア等で発生し世界的な混乱が生じました。幸い，日本での発生はみ

られませんでしたが，当センターでも国と連携をとり検査体制を整えたところであります。

　当センターにおいては，感染性発生動向調査の一環として平成１４年度より国の病原体検査指針

に基づき実施した検査において，呼吸器感染症の原因となるヒトメタニューモウイルスを日本で

初めて，世界でも希少例となる分離に成功し，さらに，ダイオキシン類分析の過程での光分解の

可能性とその詳細を明確にするなど日頃の研究の成果を出しております。これからの，新たな保

健・環境問題への対応など社会的要請が生じてきておりますことから，私どもの機関の役割もま

すます大きくなっていると思っております。

　一方，行政改革の基本理念に基づき当センターの見直しを平成１２年４月より検討し，１４年４月

に保健・環境行政を支える技術的中核機関として名実とも新たな行政需要に効果的・効率的に対

応できる組織再編を実施しました。具体的には微生物，試験検査部を除く５部の名称を変更し，

微量化学物質を環境化学部に，県民生活に直接関係のある化学物質を生活化学部に，食中毒検査

を試験検査部に一本化するなど業務内容に即した体制作りを行ったところです。

　今後も，緊急時の体制強化を図りながら，試験検査，調査研究，情報の収集・解析・提供及び

研修等を着実に実行するとともに地域住民の要望についての把握にも努め，時代に相応した保健

環境センターを目指して参りたいと考えておりますので，皆様方のご指導，ご支援をお願い申し

上げます。

　　平　成　１５　年　１２　月

宮城県保健環境センター　　　　　　　

所　長��������　
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